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中
島
敦
と
南
洋
行 

―
南
洋
物
の
多
様
性
を
中
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に
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从
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
夏
天
到
十
七
年
春
天
，
中
岛

敦
作
为
南
洋
国
语
编
修
书
记
在
密
克
罗
尼
西
亚
度
过
了
大
约
八
个

月
的
时
间
。
回
国
后
，
以
自
己
在
南
洋
的
亲
身
经
历
及
从
在
当
地

结
识
的
民
族
学
家
土
方
久
功
那
里
得
来
的
资
料
为
题
材
，
创
作
了

作
品
集
《
南
岛
谭
》
和
《
环
礁
》
。
这
两
部
作
品
集
，
与
作
者
以
往

的
《
过
去
帐
》
，
《
古
谭
》
等
作
品
集
中
所
有
作
品
均
具
有
一
定
的

相
同
特
性
的
特
点
不
同
，
九
篇
作
品
有
很
多
不
同
之
处
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

通
过
对
这
九
篇
作
品
选
材
以
及
内
涵
的
多
样
性
进
行
分
析
，

笔
者
认
为
，
这
九
篇
作
品
可
以
作
为
中
岛
敦
南
洋
之
旅
以
前
的
作

品
的
集
大
成
，
并
为
他
去
世
之
前
写
成
的
代
表
作
《
李
陵
》
，
《
名

人
传
》
等
找
到
了
作
品
应
该
面
向
的
方
向
，
南
洋
之
行
虽
然
短
暂
，

可
是
对
中
岛
的
文
学
作
品
来
说
，
却
是
具
有
着
决
定
性
意
义
的
旅

程
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
南
洋
行 

多
様
性 

違
和
感 

狼
疾 

不
可
解 

は
じ
め
に 

 

中
島
敦
は
南
洋
統
治
領
の
日
本
語
教
科
書
編
纂
の
任
を
負
い
、
昭
和
十
六

年
夏
か
ら
翌
春
ま
で
の
約
八
ケ
月
間
、
南
洋
庁
官
吏
と
し
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

に
滞
在
し
た
。帰
京
後
現
地
で
収
集
し
た
資
料
と
体
験
に
基
づ
き
、「
幸
福
」、

「
夫
婦
」、「
鶏
」
の
三
篇
を
収
め
る
「
南
島
譚
」
と
「
寂
し
い
島
」、「
夾
竹

桃
の
家
の
女
」、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」、「
真
昼
」、「
マ
リ
ヤ
ン
」、「
風
物
抄
」
の

六
篇
を
収
め
る
「
環
礁
―
―
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
巡
島
記
抄
」
と
題
す
る
作
品
群

を
創
作
し
た
（

1
）

。
南
洋
物
と
言
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
作
品
は
中
島
の
文
学
に

お
い
て
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
、
南
洋
で
の
経
験
を
も

と
に
、
昭
和
十
七
年
の
夏
、
つ
ま
り
、「
弟
子
」、「
名
人
伝
」、「
古
俗
」、「
李

陵
」
と
い
っ
た
代
表
作
の
間
に
挟
ま
る
よ
う
に
書
か
れ
た
「
南
島
譚
」
と
「
環

礁
」
は
、
こ
れ
ら
の
代
表
作
に
比
べ
る
と
、
随
分
と
影
が
薄
い
。
中
島
自
身

も
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
の
評
価
は
低
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
七
年

八
月
の
文
学
界
の
編
集
者
庄
野
誠
一
宛
の
手
紙
に
は
、「
南
島
譚
」
の
三
篇
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 
 

先
日
お
送
り
申
し
上
げ
ま
し
た
原
稿
の
下
書
き
を
昨
日
読
み
返
し
て

見
ま
し
た
所
余
り
の
酷
さ
に
我
乍
ら
い
や
に
な
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

殊
に
二
番
目
の
「
夫
婦
」
と
題
す
る
も
の
な
ど
、
全
く
冷
汗
が
出
ま
す
。

ど
う
し
て
あ
ん
な
も
の
を
お
送
り
し
た
も
の
か
、
さ
ぞ
御
迷
惑
な
す
つ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
（

2
）

。 
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中
島
の
或
る
程
度
の
謙
遜
の
気
持
ち
も
あ
ろ
う
が
、「
南
島
譚
」、
特
に
「
夫

婦
」
に
対
す
る
作
者
の
否
定
的
な
評
価
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、南
洋
行
は
中
島
の
生
活
上
の
大
き
な
出
来
事
で
あ
り
、「
南
島
譚
」

と
「
環
礁
」
の
二
つ
の
作
品
群
は
数
も
量
も
彼
が
残
し
た
作
品
群
の
中
で
大

き
な
割
合
を
占
め
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
南
洋
行
は
決
し
て
無
意
味

な
旅
で
は
な
く
、
中
島
の
文
学
世
界
に
と
っ
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
南
洋
物
は
、
彼
の
心
理
的
・
精
神
的
な
葛
藤
・
変
化
の
様

子
を
反
映
し
て
い
る
。 

周
知
の
よ
う
に
、「
南
島
譚
」
と
「
環
礁
」
の
九
つ
の
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ

性
質
が
異
な
る
。「
南
島
譚
」
の
三
篇
は
、
パ
ラ
オ
で
知
り
合
っ
た
画
家
・
彫

刻
家
で
民
族
学
者
の
土
方
久
功
の
資
料
に
立
脚
し
、「
古
譚
」
の
風
格
を
受
け

継
い
で
い
る
と
言
え
る
が
、
物
語
り
の
年
代
、
背
景
、
人
物
は
か
な
り
異
な

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
環
礁
」
の
六
篇
は
、
中
島
自
身
の
現
地
で
の
経
験
を

も
と
に
し
て
創
作
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
の
作
品
で
あ
る
が
、「
ナ
ポ
レ
オ

ン
」
は
土
方
の
資
料
を
も
参
考
に
し
て
い
る
。「
真
昼
」、「
寂
し
い
島
」
は
彼

の
南
洋
に
い
る
時
の
心
象
風
景
を
も
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
の

多
様
性
は
、
勿
論
、「
南
島
譚
」
も
「
環
礁
」
も
南
洋
現
地
で
で
は
な
く
、
東

京
に
戻
っ
た
昭
和
十
七
年
の
夏
に
書
か
れ
た
こ
と
に
関
わ
る
が
、
中
島
の
精

神
内
面
の
動
き
、
そ
し
て
自
分
の
今
ま
で
歩
ん
で
き
た
文
学
の
道
の
り
に
対

す
る
思
考
・
反
省
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

本
稿
で
は
、
南
洋
物
の
多
様
性
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の

作
品
は
ど
の
よ
う
に
彼
の
精
神
の
内
面
の
動
き
、
及
び
彼
自
身
の
文
学
に
対

す
る
思
考
・
反
省
を
反
映
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
南
洋
行

は
、
中
島
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
も
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

ま
ず
は
、中
島
自
身
の
現
地
で
の
経
験
を
も
と
に
し
て
、創
作
し
た
作
品
、

及
び
自
身
の
現
地
経
験
を
生
か
し
た
各
部
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

  

一 

植
民
地
南
洋
に
対
す
る
違
和
感 

 

南
洋
物
の
中
で
は
、
中
島
自
身
の
現
地
で
の
経
験
を
も
と
に
し
て
創
作
し

た
作
品
に
は
、「
マ
リ
ヤ
ン
」、「
風
物
抄
」
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
土
方
の

資
料
を
も
と
に
し
た
作
品
の
中
に
も
、
中
島
自
身
の
現
地
経
験
を
生
か
し
た

部
分
も
多
い
。
南
洋
と
南
洋
人
に
対
し
て
、
彼
の
最
も
関
心
を
持
つ
と
こ
ろ

を
、
こ
れ
ら
の
部
分
か
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
中
島
は
ど

の
角
度
か
ら
南
洋
と
南
洋
人
を
見
つ
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
彼

の
目
に
映
る
当
時
の
植
民
地
と
し
て
の
南
洋
群
島
の
社
会
的
現
実
、
ま
た
そ

の
社
会
に
生
き
る
南
洋
島
民
の
暮
ら
し
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。 

 

1 

「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
見
ら
れ
る
南
洋
と
南
洋
人
の
現
実 

 

作
品
「
マ
リ
ヤ
ン
」
は
、
中
島
自
身
の
現
地
で
の
経
験
を
も
と
に
し
て
創

作
し
た
作
品
で
あ
る
。
中
島
は
画
家
・
彫
刻
家
で
民
族
学
者
の
土
方
久
功
と

の
南
洋
で
の
付
き
合
い
の
中
で
、
現
地
の
様
々
な
人
々
と
出
会
っ
た
。「
マ
リ

ヤ
ン
」
に
登
場
す
る
主
人
公
の
マ
リ
ヤ
ン
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
「
マ
リ
ヤ
」

も
こ
の
よ
う
な
人
の
一
人
で
あ
る
。
中
島
の
日
記
に
は
、
こ
の
実
在
の
「
マ

リ
ヤ
」
に
関
す
る
記
述
は
二
箇
所
し
か
な
い
。 
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夕
方
、
土
方
氏
宅
に
て
島
民
料
理
を
喰
ふ
。（
中
略
）
食
後
、
島
民
の

唄
（
日
本
語
と
土
語
と
交
れ
る
も
の
）
を
皆
で
唱
ふ
。
今
日
の
料
理
は

マ
リ
ヤ
の
ご
馳
走
な
り
（

3
）

。 

  
 
 

夜
土
方
氏
方
に
到
り
、
阿
刀
田
氏
高
松
氏
等
と
飲
み
喰
い
語
る
。
十

一
時
、
外
に
出
で
一
同
マ
リ
ヤ
を
誘
出
し
、
月
明
に
乗
じ
コ
ロ
ー
ル
波

止
場
に
散
歩
す
、
プ
ー
ル
際
に
て
小
憩
。
帰
途
初
詣
の
人
に
会
う
こ
と

多
し
、
疲
れ
て
帰
る
（

4
）

。 

  

こ
の
二
箇
所
の
日
記
は
、た
だ
、「
マ
リ
ヤ
」の
名
前
が
出
て
い
る
だ
け
で
、

彼
女
の
容
貌
、
性
格
、
実
際
の
生
活
ぶ
り
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い 

作
品
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
岡
谷
公
二
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な

見
解
が
示
さ
れ
て
き
た
。 

  

「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
は
、
ほ
と
ん
ど
虚
構
は
な
い
模
様
で
、
久
功
が
彼
女

に
パ
ラ
オ
語
を
習
っ
て
い
た
の
は
、そ
の
日
記
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
中
略
）
僅
々
十
ペ
ー
ジ
に
満
た
な
い
こ
の
短
篇
に
は
、
何
の
物
語
も

な
い
し
、事
件
も
起
き
な
い
。単
な
る
ス
ケ
ッ
チ
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、

こ
こ
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
マ
リ
ヤ
ン
の
姿
は
実
に
鮮
や
か
で
、
魅
力

が
あ
る
（

5
）

。 

 

確
か
に
中
島
は
、「
マ
リ
ヤ
ン
」
執
筆
に
あ
た
り
、
実
在
の
「
マ
リ
ヤ
」
を

マ
リ
ヤ
ン
の
モ
デ
ル
と
し
、
土
方
を
「
土
俗
学
者
Ｈ
氏
」
の
モ
デ
ル
と
し
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
記
の
た
だ
二
箇
所
の
記

述
を
根
拠
に
、
作
品
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
描
か
れ
た
マ
リ
ヤ
ン
像
を
そ
の
ま
ま

中
島
が
コ
ロ
ー
ル
で
実
際
出
会
っ
た
マ
リ
ヤ
本
人
と
同
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
ろ
う
。
マ
リ
ヤ
ン
像
は
、
中
島
敦
の
創
意
に
よ
っ
て
、
改
め
ら
れ
て
い
る

可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。 

 

ま
ず
は
、
南
洋
行
以
前
の
作
品
に
お
け
る
中
島
の
南
洋
島
民
像
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
十
四
年
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る

作
品
「
狼
疾
記
」
に
は
、
主
人
公
の
三
造
は
南
洋
人
の
生
活
に
関
す
る
記
録

映
画
を
見
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
ス
ク
リ
ン
の
上
に
流
さ
れ
て
い
る
映
像
は

以
下
の
も
の
で
あ
る
。 

  
 

眼
の
細
い
・
唇
の
厚
い
・
鼻
の
つ
ぶ
れ
た
土
人
の
女
達
が
、
腰
に
一
寸

布
片
を
捲
い
た
だ
け
で
、
乳
房
を
ぶ
ら

く
さ
せ
な
が
ら
、
前
に
置
い

た
皿
の
や
う
な
も
の
の
中
か
ら
、何
か
頻
り
に
つ
ま
ん
で
喰
べ
て
ゐ
る
。

米
の
飯
ら
し
い
。 

 

そ
し
て
、
三
造
は
映
画
を
見
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
考
え
始
め
た
。 

  
 

其
の
頃
三
造
は
斯
う
い
ふ
も
の
を
―
―
原
始
的
な
蠻
人
の
生
活
の
記
録

を
讀
ん
だ
り
、
其
の
寫
眞
を
見
た
り
す
る
度
に
、
自
分
も
彼
等
の
一
人

と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
も
の
だ
ら
う
か
と
考
え

た
も
の
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
確
か
に
自
分
も
彼
等
蠻
人
共
の
一
人
と
し
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て
生
ま
れ
て
来
る
こ
と
も
で
き
た
筈
で
は
な
い
の
か
？
そ
し
て
輝
か
し

い
熱
帯
の
太
陽
の
下
に
、
唯
物
論
も
維
摩
居
士
も
無
上
命
法
も
、
乃
至

は
人
類
の
歴
史
も
、
太
陽
系
の
構
造
も
、
す
べ
て
を
知
ら
な
い
で
一
生

を
終
え
る
こ
と
も
出
来
た
筈
で
は
な
い
か
？
（

6
） 

 

こ
の
部
分
で
分
る
よ
う
に
、
主
人
公
三
造
の
南
洋
島
民
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
、
彼
ら
が
「
原
始
的
な
蠻
人
」
で
あ
り
、「
輝
か
し
い
熱
帯
の
太
陽
の
下

に
」「
す
べ
て
を
知
ら
な
い
で
一
生
を
終
え
る
こ
と
も
出
来
た
筈
」
と
い
う
表

現
に
象
徴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
造
の
こ
の
南
洋
島
民
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
当
時
の
作
者
中
島
の
南
洋
島
民
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
も
現
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
し
か
し
作
品
「
マ
リ
ヤ
ン
」
の
中
の
マ
リ
ヤ
ン
は
こ
の
よ
う

な
「
狼
疾
記
」
に
描
か
れ
た
南
洋
島
民
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
全
く
性
質
が
違

う
。 マ

リ
ヤ
ン
は
「
パ
ラ
オ
で
は
相
当
に
名
の
聞
え
た
イ
ン
テ
リ
混
血
児
（
英

人
と
土
民
と
の
）」
を
養
父
に
持
ち
、
そ
の
人
物
が
か
つ
て
ド
イ
ツ
領
時
代
に

英
語
の
通
訳
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
マ
リ
ヤ
ン
本
人
は
内
地
の
女
学
校
に

二
三
年
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
語
も
英
語
も
堪
能
な
人
物
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。 

「
マ
リ
ヤ
ン
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
は
、
一
見
、
西
洋
女
性
を
想
起
さ
せ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
女
は
予
想
に
反
し
て
、
正
真
正
銘
の
カ
ナ
カ
人
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
作
中
の
「
私
」
は
彼
女
の
部
屋
で
厨
川
白
村
の
「
英
詩

選
釈
」
と
岩
波
文
庫
の
「
ロ
テ
ィ
の
結
婚
」
を
見
つ
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

  

さ
う
い
ふ
雰
圍
気
の
中
で
、
厨
川
白
村
や
ピ
エ
ル
・
ロ
テ
ィ
を
見
付
け

た
と
き
は
、
實
際
、
何
だ
か
へ
ん
な
気
が
し
た
、
少
々
い
た
ま
し
い
気

が
し
た
と
い
つ
て
も
い
い
位
で
あ
る
。
尤
も
、
そ
れ
は
、
そ
の
書
物
に

對
し
て
、
い
た
ま
し
く
感
じ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
マ
リ
ヤ
ン
に
對
し
て

い
た

く
し
く
感
じ
た
の
か
、
其
處
迄
は
ハ
ツ
キ
リ
判
ら
な
い
の
だ
が

（

7
）

。 

 

こ
こ
で
、「
私
」
が
発
見
し
た
「
い
た
ま
し
さ
」
と
い
う
感
情
は
、
コ
ロ
ー

ル
の
街
か
ら
も
感
じ
て
い
た
。 

  

實
際
、
こ
の
コ
ロ
ー
ル
と
い
ふ
街
―
―
其
處
に
私
は
一
番
永
く
滞
在
し

て
ゐ
た
譯
だ
が
―
―
に
は
、
熱
帯
で
あ
り
な
が
ら
温
帯
の
價
値
標
準
が

巾
を
き
か
せ
て
ゐ
る
所
か
ら
生
ず
る
一
種
の
混
亂
が
あ
る
や
う
に
思
は

れ
た
。（
中
略
）
熱
帯
的
な
美
を
有
つ
筈
の
も
の
も
此
處
で
は
温
帯
文
明

的
な
去
勢
を
受
け
て
萎
び
て
ゐ
る
し
、
温
帯
的
な
美
を
有
つ
べ
き
筈
の

も
の
も
熱
帯
的
風
土
自
然
（
殊
に
其
の
陽
光
の
強
さ
）
の
下
に
、
不
均

合
な
弱
々
し
さ
を
呈
す
る
に
過
ぎ
な
い
。此
の
街
に
あ
る
も
の
は
、唯
、

如
何
に
も
植
民
地
の
場
末
と
云
つ
た
感
じ
の
・
頽
廢
し
た
・
そ
れ
で
ゐ

て
、
妙
に
虚
勢
を
張
つ
た
所
の
目
立
つ
・
貧
し
さ
ば
か
り
で
あ
る
（

8
）

。 

 

こ
こ
で
中
島
は
「
植
民
地
の
場
末
」
と
い
う
言
い
方
を
使
っ
て
い
る
。
確

か
に
、
南
洋
群
島
は
十
七
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
航
海
者
た
ち
に
発
見
さ
れ
、
そ
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の
後
、
ド
イ
ツ
の
領
有
を
経
て
、
大
正
三
年
十
月
の
日
本
海
軍
に
よ
る
占
領

の
後
、
大
正
八
年
六
月
に
調
印
さ
れ
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
に
よ
り
日

本
の
委
任
統
治
領
と
な
っ
て
い
た
。
松
下
博
文
は
「
マ
リ
ヤ
ン
」
を
次
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
。 

  
 

中
島
に
は
、
マ
リ
ヤ
ン
の
土
俗
的
な
風
貌
に
、
聖
な
る
「
土
人
」
の
系

譜
を
見
る
反
面
、
そ
の
周
辺
に
置
か
れ
た
文
庫
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
や
、
洋

傘
に
、
ま
た
、
彼
女
が
し
ゃ
べ
る
英
語
や
日
本
語
に
、「
集
積
さ
れ
た
植

民
地
の
実
体
」
を
見
る
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
（

9
）

。 

 

松
下
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
島
は
国
語
編
修
書
記
と
し
て
島
々
の
公

学
校
を
視
察
す
る
中
で
、
こ
う
し
た
南
洋
群
島
の
重
層
す
る
植
民
地
統
治
の

跡
に
触
れ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
「
い
た
ま
し
い
」
実
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
統
治
を
受
け
て
き

た
南
洋
群
島
の
風
景
の
中
に
、
中
島
は
強
い
違
和
感
を
見
出
し
た
。
こ
の
よ

う
な
強
烈
な
違
和
感
が
、「
マ
リ
ヤ
ン
」
以
外
の
南
洋
物
に
も
所
々
現
れ
て
い

る
。
特
に
、
作
中
の
中
島
自
身
の
現
地
で
の
経
験
を
も
と
に
し
て
創
作
し
た

部
分
に
は
、
こ
の
特
徴
が
最
も
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
そ
れ
は
「
風
物
抄
」
に
も
見
ら
れ
る
。
ヤ
ル
ー
ト
島
に
行
き
、
当
地

の
大
酋
長
カ
ブ
ア
の
家
を
訪
れ
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。 

  
 
 

瀟
洒
た
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
風
の
家
だ
。
入
口
に
、
八
島
嘉
坊
と
漢
字
で

書
い
た
表
札
が
掛
か
つ
て
ゐ
て
、
ヤ
シ
マ
カ
ブ
ア
と
振
り
仮
名
が
附
け

て
あ
る
。（
中
略
）
初
め
主
人
が
不
在
と
て
、
若
い
女
が
二
人
出
て
来
て

接
待
し
た
。
一
見
日
本
人
と
の
混
血
と
分
る
顔
立
だ
が
、
二
人
と
も
内

地
人
の
標
準
か
ら
見
て
も
確
か
に
美
人
で
あ
る
。
二
人
が
姉
妹
だ
と
い

う
こ
と
も
直
ぐ
に
判
つ
た
。
姉
の
方
が
カ
ブ
ア
の
細
君
な
の
だ
と
い
ふ

（

10
）

。 

 

漢
字
社
会
に
は
遥
か
に
遠
い
南
洋
で
あ
る
の
に
、
名
前
を
「
八
島
嘉
坊
」

と
書
き
、「
ヤ
シ
マ
カ
ブ
ア
」
と
称
す
る
島
の
大
酋
長
が
い
る
。
し
か
も
そ
の

大
酋
長
は
日
本
人
と
の
混
血
の
妻
を
持
っ
て
い
る
。
統
治
者
で
あ
る
日
本
人

と
の
混
血
の
妻
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
統
治
国
の
人
と
の
混
血
が
現
地
人

よ
り
高
貴
で
あ
る
と
大
酋
長
は
考
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
酋
長
は
中

島
に
と
っ
て
、
長
い
植
民
地
統
治
の
下
に
生
き
る
哀
れ
な
南
洋
人
を
代
表
す

る
と
い
え
よ
う
。 

 2 

植
民
地
の
現
実
に
向
け
る
中
島
の
目 

 

植
民
地
南
洋
の
様
々
な
不
調
和
を
目
に
し
、
違
和
感
を
感
じ
た
中
島
は
、

日
本
の
植
民
地
支
配
に
対
し
て
、批
判
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
土
民
教
育
」

と
称
し
て
重
労
働
に
従
事
さ
せ
て
い
る
日
本
の
植
民
地
政
策
の
実
態
が
中
島

の
目
に
映
っ
た
そ
の
時
点
で
、
彼
は
日
本
語
教
育
の
無
意
味
さ
と
、
植
民
地

南
洋
の
現
実
を
は
っ
き
り
と
把
握
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
パ
ラ
オ
に
到
着
し

た
後
、
父
と
妻
に
あ
て
た
次
の
二
通
の
書
簡
は
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
物
語
っ

て
い
る
。 
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敎
科
書
編
纂
者
と
し
て
の
収
穫
が
頗
る
乏
し
か
つ
た
こ
と
は
、
残
念
に

思
つ
て
を
り
ま
す
。
現
下
の
時
局
で
は
、
土
民
教
育
な
ど
殆
ど
問
題
に

さ
れ
て
を
ら
ず
、
土
民
は
勞
働
者
と
し
て
、
使
い
つ
ぶ
し
て
差
支
え
な

し
と
い
う
の
が
爲
政
者
の
方
針
ら
し
く
見
え
ま
す
。
之
で
、
今
迠
多
少

は
持
つ
て
ゐ
た
・
こ
の
仕
事
へ
の
熱
意
も
、
す
つ
か
り
失
せ
果
て
ま
し

た
（

11
）

。 

  

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
三
日
後
妻
に
も
書
き
送
っ
て
い
る
。 

  
 

土
人
の
敎
科
書
編
纂
と
い
ふ
仕
事
の
、
無
意
味
さ
が
は
つ
き
り
判
つ
て

来
た
。
土
人
を
幸
せ
に
し
て
や
る
た
め
に
は
、
も
つ
と

く
大
事
な
こ

と
が
澤
山
あ
る
。（
中
略
）
な
ま
じ
つ
か
教
育
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
が
土
人

た
ち
を
不
幸
に
す
る
か
も
知
れ
な
い
ん
だ
。オ
レ
は
も
う
、す
つ
か
り
、

編
纂
の
仕
事
に
熱
が
持
て
な
く
な
つ
て
了
っ
た
。（
中
略
）
昔
は
、
彼
等

も
幸
福
だ
つ
た
ん
だ
ら
う
が
ね
え
。（
中
略
）
今
は
一
日
中
こ
き
使
は
れ

て
、
お
ま
け
に
椰
子
も
パ
ン
の
木
も
、
ド
ン

く
伐
ら
れ
て
し
ま
ふ
。

全
く
可
哀
さ
う
な
も
の
さ
（

12
）

。 

 

こ
の
よ
う
な
日
本
の
殖
民
地
政
策
に
対
す
る
中
島
の
批
判
的
な
見
方
は
決

し
て
軽
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
南
洋
に
限

ら
ず
、
中
島
の
作
品
の
中
に
は
植
民
地
の
空
間
を
舞
台
と
し
て
執
筆
さ
れ
た

も
の
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
高
時
代
の
習
作
「
巡
査
の

居
る
風
景
」、「
Ｄ
市
七
月
叙
景
」、
前
期
作
品
の
「
虎
狩
」、
未
完
成
の
長
篇

「
北
方
行
」
な
ど
が
あ
る
。
川
村
湊
は
こ
の
よ
う
な
中
島
の
作
品
に
つ
い
て

「
当
時
の
日
本
の
植
民
地
を
含
め
た
版
図
の
北
と
南
を
包
括
す
る
作
品
世
界

の
広
さ
を
持
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
（

13
）

。
実
際
に
中

島
は
父
親
の
転
勤
で
朝
鮮
京
城
で
少
年
期
を
過
ご
し
て
お
り
、
中
国
の
大
連

や
上
海
に
も
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
島
が
少
年
時
代
を
過
ご
し
て
い
た
朝
鮮
で
の
体
験

が
習
作
「
巡
査
の
居
る
風
景
」
に
鮮
烈
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
短

い
南
洋
の
旅
で
あ
っ
た
が
、
帰
国
後
、
彼
は
、
熱
帯
の
南
洋
で
西
洋
風
の
名

前
を
す
る
厨
川
白
村
の
「
英
詩
選
釈
」
と
岩
波
文
庫
の
「
ロ
テ
ィ
の
結
婚
」

を
読
む
生
粋
の
カ
ナ
カ
人
女
性
の
物
語
を
作
り
上
げ
た
。
南
洋
物
を
創
作
す

る
に
当
た
っ
て
、
植
民
地
南
洋
と
南
洋
人
が
頭
に
浮
か
ぶ
時
、
彼
の
植
民
地

で
過
ご
し
た
少
年
時
代
の
記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、「
マ
リ
ヤ
ン
」
等
の
作
品
は
、
少
年
時
代
の
植
民
地
体
験
を

生
か
し
た
習
作
「
巡
査
の
居
る
風
景
」
な
ど
の
前
期
作
品
の
性
質
に
近
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

二 

「
狼
疾
」
の
南
洋 

  
中
島
敦
の
作
品
が
評
価
さ
れ
る
時
、「
狼
疾
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
使
わ
れ

て
い
る
。
作
品
「
狼
疾
記
」
の
冒
頭
に
、「
養
其
一
指
、
而
失
其
肩
背
、
而
不

知
也
、
則
爲
狼
疾
人
也
」
と
い
う
『
孟
子
』・
告
子
上
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
一
つ
の
指
を
大
切
に
す
る
あ
ま
り
、
肩
と
背
中
ま
で
を
失
っ
て
し
ま

う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
狼
疾
記
」
の
主
人
公
三
造
は
中
島
と
は
ほ
ぼ
等
身
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大
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
の
「
狼
疾
」
は
「
過
剰
な
自
己
分
析
」
で
あ
り
、

「
存
在
の
不
確
か
さ
」
と
い
う
、
存
在
に
対
す
る
懐
疑
で
あ
る
。
三
造
は
、

南
洋
島
民
に
関
す
る
記
録
映
画
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
ど
う
し
て
自
分
は
彼

ら
と
同
じ
世
界
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
と
疑
問
を
感
じ
る
。
自
分
が
現
在

い
る
世
界
の
必
然
性
が
疑
わ
し
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
懐
疑
は
中
島
の
前
期

作
品
「
か
め
れ
お
ん
日
記
」
と
「
北
方
行
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。 

南
洋
物
の
中
で
は
、「
環
礁
」
の
「
真
昼
」
と
「
寂
し
い
島
」
を
注
目
し
て

み
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
作
品
に
は
、
前
期
作
品
に
見
ら
れ
る
「
過
剰
な
自
己

分
析
」、「
存
在
の
不
確
か
さ
」
と
い
う
「
狼
疾
」
の
特
徴
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、彼
の
書
簡
と
日
記
に
よ
る
と
、

中
島
の
南
洋
行
は
あ
る
意
味
で
、「
狼
疾
」
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
い
う
目
的
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
南
洋
か
ら
帰
国
し
た
後
の
中
島
は
ど
の
よ
う

な
心
境
で
、
こ
の
二
つ
の
作
品
を
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

中
島
の
南
洋
行
の
動
機
に
つ
い
て
は
、佐
々
木
充
は
、「
我
々
の
魂
の
故
郷
」

で
あ
る
南
洋
と
い
っ
た
「
遥
か
な
国
・
遠
い
昔
へ
の
思
い
、
異
世
界
へ
の
憧

憬
と
い
う
形
を
と
っ
た
、
基
本
的
な
人
間
存
在
の
認
識
へ
の
希
い
」
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
（

14
）

。
し
か
し
、
中
島
の
南
洋
行
は
決
し
て
、
こ
の
よ
う

な
抽
象
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
い
。 

 

ま
ず
は
南
洋
に
出
か
け
る
前
の
、
こ
れ
か
ら
行
く
南
洋
に
、
中
島
が
求
め

て
い
た
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
。
中
島
の
理
想
の
南
洋
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。 

 

1 

中
島
敦
の
理
想
の
南
洋
行 

勝
又
浩
は
、
中
島
敦
の
南
洋
行
決
意
を
次
の
三
つ
の
理
由
か
ら
捉
え
て
い

る
（

15
）

。
第
一
は
、「
転
職
」
の
希
望
で
あ
り
、
第
二
は
、
熱
帯
の
南
洋
で
持

病
の
喘
息
の
た
め
の
「
療
養
」
の
願
い
、
第
三
は
、「
生
来
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ

ズ
ム
か
ら
来
る
憧
れ
」
で
あ
る
。
日
記
と
書
簡
な
ど
の
資
料
に
よ
る
と
、
確

か
に
四
一
年
三
月
、
横
浜
高
等
女
学
校
を
休
職
し
た
時
の
中
島
は
、
教
師
か

ら
文
学
者
へ
の
転
身
を
図
る
べ
く
己
れ
を
試
し
て
み
た
い
と
の
気
持
ち
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
絶
え
ず
悪
化
す
る
喘
息
を
治
療
し
た
い
と
の
願
い
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
南
洋
に
行
く
前
に
書
い
た
作
品
「
光
と
風
と
夢
」
の
中
で
、
彼
は

主
人
公
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
の
口
を
借
り
て
、「
太
陽
と
大
地
と
生
物
と
を
愛

し
、
富
を
軽
蔑
し
、
乞
ふ
も
の
に
は
與
え
、
白
人
文
明
を
以
て
一
の
大
偏
見

と
見
做
し
、
敎
育
な
き
・
力
溢
れ
る
人
々
と
共
に
濶
歩
し
、
明
る
い
風
と
光

と
の
中
で
、
勞
働
に
汗
ば
ん
だ
皮
膚
の
下
に
血
液
の
循
環
を
快
く
感
じ
、
人

に
嗤
は
れ
ま
い
と
の
懸
念
を
忘
れ
て
、
眞
に
思
ふ
事
の
み
を
言
ひ
、
眞
に
欲

す
る
事
の
み
を
行
ふ
（

16
）

」
と
の
信
条
を
述
べ
、
彼
の
イ
メ
ー
ジ
上
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
な
南
洋
生
活
へ
の
憧
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

南
洋
に
到
着
し
て
か
ら
、
た
か
夫
人
に
あ
て
た
昭
和
十
六
年
十
月
一
日
付

の
書
簡
に
は
、「
僕
は
今
迠
の
島
で
ヤ
ル
ー
ト
が
一
番
好
き
だ
。
一
番
開
け
て

ゐ
な
い
で
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
南
洋
に
近
い
か
ら
だ
（

17
）

」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
も
と
も
と
中
島
に
は
、
か
つ
て
自
分

が
「
光
と
風
と
夢
」
の
中
で
描
い
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
の
南
洋
行
を
強
く

意
識
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
が
経
験
し
た
南
洋
に
出
会
う
こ
と
を
心
か
ら

臨
ん
で
い
た
。 
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ま
た
、
島
尾
敏
雄
は
、
中
島
の
南
洋
行
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。 

  
 
 

中
島
敦
が
南
島
に
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
は
、
た
だ
の
気
ま
ぐ
れ
と
は

思
え
な
い
。
彼
が
小
笠
原
島
に
旅
行
し
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
於
け
る
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
光
と
風
と
夢
」
を
書
き
、
遂
に
は

パ
ラ
オ
島
の
南
洋
庁
に
就
職
し
た
こ
と
の
根
に
は
、
同
じ
理
由
の
潜
ん

で
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。（
中
略
）
そ
れ
は
た
ぶ
ん
彼
が
自

ら
「
狼
疾
」
と
呼
ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
知
識
人
的
な
近
代
意
識
を
、「
南

方
の
至
福
」
の
地
で
癒
そ
う
と
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
は
ず
だ
し
、
そ

の
上
「
新
し
い
未
知
の
環
境
の
中
に
己
を
投
出
し
て
、
己
の
中
に
あ
つ

て
未
だ
己
の
知
ら
な
い
で
ゐ
る
力
を
存
分
に
試
み
」（「
真
昼
」）
よ
う
と

し
た
ふ
し
さ
え
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
（

18
）

。 

 

こ
の
島
尾
の
論
の
よ
う
に
、
中
島
は
南
洋
で
「
過
去
帳
」
や
「
北
方
行
」

に
見
ら
れ
る
彼
の
文
学
の
根
底
に
あ
る
「
狼
疾
」
か
ら
脱
出
し
、
自
分
の
未

知
の
力
を
試
し
、
人
間
と
し
て
の
新
生
を
図
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

し
か
し
、
中
島
の
南
洋
体
験
は
当
初
考
え
て
い
た
ほ
ど
甘
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
環
礁
」
の
中
の
「
真
昼
」
と
「
寂
し
い
島
」
の
心
理

描
写
か
ら
、
当
時
の
中
島
の
心
境
の
推
移
が
窺
え
る
。 

 

2 

「
真
昼
」
と
「
寂
し
い
島
」
に
見
ら
れ
る
中
島
敦
の
南
洋
行

の
現
実 

 

す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、「
真
昼
」
は
、「
南
洋
に
お
け
る
中

島
敦
の
心
象
風
景
を
知
る
上
で
重
要
な
文
章
（

19
）

」
で
あ
る
。
以
前
の
作
品

に
よ
く
見
ら
れ
た
両
分
身
に
よ
る
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
省
み

る
方
法
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 

作
品
「
真
昼
」
で
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
の
遍
歴
中
に
立
ち
寄
っ
た
小

島
で
、
珊
瑚
の
浜
辺
の
木
陰
で
昼
寝
か
ら
目
覚
め
た
「
私
」
は
、
快
く
伸
び

を
し
た
後
、
こ
の
島
の
語
彙
に
「
時
間
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
と
疑
う
ほ

ど
一
様
な
時
の
流
れ
の
中
で
、
考
え
始
め
る
。 

 
 

自
分
が
旅
立
つ
前
に
期
待
し
て
い
た
南
方
の
至
福
と
は
、
こ
れ
な
の
だ

ら
う
か
？
こ
の
晝
寢
の
目
醒
め
の
快
さ
、
珊
瑚
屑
の
上
で
の
靜
か
な
忘

却
と
無
爲
と
休
息
と
な
の
だ
ろ
ら
う
か
？ 

「
い
や
」
と
ハ
ツ
キ
リ
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
が
私
の
中
に
あ
る
。「
い

や
、
さ
う
で
は
な
い
。
お
前
が
南
方
に
期
待
し
て
ゐ
た
も
の
は
、
斯
ん

な
無
爲
と
惓
怠
と
で
は
な
か
つ
た
筈
だ
。
そ
れ
は
、
新
し
い
未
知
の
環

境
の
中
に
己
を
投
出
し
て
、
己
の
中
に
あ
つ
て
ま
だ
己
の
知
ら
な
い
で

ゐ
る
力
を
存
分
に
試
み
る
こ
と
だ
つ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
更
に
又
、

近
く
来
る
べ
き
戦
争
に
当
然
戦
場
と
し
て
選
ば
れ
る
だ
ら
う
こ
と
を
豫

想
し
て
の
冒
險
へ
の
期
待
だ
つ
た
の
で
は
な
い
か
。」 

さ
う
だ
。
た
し
か
に
。
そ
れ
だ
の
に
、
其
の
新
し
い
・
き
び
し
い
も

の
へ
の
翹
望
は
、
何
時
か
快
い
海
軟
風
の
中
へ
と
融
け
去
っ
て
、
今
は
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唯
夢
の
や
う
な
安
逸
と
怠
惰
と
だ
け
が
、懶
く
怡
し
く
何
の
悔
も
な
く
、

私
を
取
り
圍
ん
で
ゐ
る
。 

「
何
の
悔
い
も
無
く
？
果
し
て
、
本
當
に
、
さ
う
か
？
」
と
、
又
先

刻
の
私
の
中
の
意
地
の
惡
い
奴
が
聞
く
。「
怠
惰
で
も
無
爲
で
も
構
は
な

い
。
本
當
に
お
前
が
何
の
悔
も
無
く
あ
る
な
ら
ば
。
人
工
的
・
歐
羅
巴

の
・
近
代
の
・
亡
靈
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
だ
。
所
が
、

實
際
は
、
何
時
何
處
に
い
た
つ
て
お
前
は
お
前
な
の
だ
。
銀
杏
の
葉
の

散
る
神
宮
外
苑
を
う
そ
寒
く
歩
い
て
ゐ
た
時
も
、
島
民
共
と
石
燒
き
の

パ
ン
の
實
に
む
し
や
ぶ
り
つ
い
て
ゐ
る
時
も
、お
前
は
何
時
も
お
前
だ
。

少
し
も
變
り
は
せ
ぬ
。た
だ
、陽
光
と
熱
風
と
が
一
時
的
な
厚
い
面
被

ヴ
エ
イ
ル

を

一
寸
お
前
の
意
識
の
上
に
か
ぶ
せ
て
ゐ
る
だ
け
だ
。
お
前
は
今
、
輝
く

海
と
空
と
を
眺
め
て
ゐ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
。
或
ひ
は
島
民
と
同
じ
目
で

眺
め
て
ゐ
る
と
自
惚
れ
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。
と
ん
で
も
な
い
。
お

前
は
實
は
、
海
も
空
も
見
て
を
り
は
せ
ぬ
の
だ
。
た
だ
空
間
の
彼
方
に

目
を
向
け
な
が
ら
心
の
中
で

Elle est retrouvée!

―
―Q

uoi?

―
―

L’Eternité.C
’est lam

er m
êlée au soleil.

（
見
付
か
つ
た
ぞ
！
何
が
？

永
遠
が
。
陽
と
溶
け
合
つ
た
海
原
が
）
と
呪
文
の
や
う
に
繰
り
返
し
て

ゐ
る
だ
け
な
の
だ
。
お
前
は
島
民
を
も
見
て
を
り
は
せ
ぬ
。
ゴ
ー
ガ
ン

の
複
製
を
み
て
を
る
だ
け
だ
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
み
て
を
る
の
で
も
な

い
。
ロ
テ
ィ
と
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
畫
い
た
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
色
褪
せ
た
再
現

を
見
て
を
る
に
過
ぎ
ぬ
の
だ
。
そ
ん
な
蒼
ざ
め
た
殼
を
く
つ
つ
け
て
ゐ

る
目
で
、
何
が
永
遠
だ
。
哀
れ
な
奴
め
（

20
）

！
」 

 

 

こ
の
よ
う
な
両
分
身
に
よ
る
内
面
的
な
問
答
が
ま
だ
し
ば
ら
く
続
く
が
、

中
島
は
こ
れ
を
通
じ
て
、
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
か
は
も
う
十
分
に
明
瞭

で
あ
ろ
う
。「
夢
の
や
う
な
安
逸
と
怠
惰
」
の
中
で
、「
新
し
い
未
知
の
環
境

の
中
に
己
を
投
出
し
て
、
己
の
中
に
あ
つ
て
ま
だ
己
の
知
ら
な
い
で
ゐ
る
力

を
存
分
に
試
み
」
よ
う
と
い
う
彼
の
願
望
は
、
南
洋
で
幻
滅
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
中
島
に
と
っ
て
、
自
分
の
未
知
の
能
力
を
見
出
そ
う
と
す

る
南
洋
行
で
あ
っ
た
が
、
結
局
あ
ま
り
変
わ
り
ば
え
の
し
な
い
自
分
を
見
出

し
て
し
ま
う
。 

こ
の
部
分
を
「
狼
疾
記
」
の
表
現
に
比
べ
て
み
よ
う
。 

  

三
造
の
中
に
ゐ
る
貧
弱
な
常
識
家
が
、
彼
自
身
の
斯
う
し
た
馬
鹿
々
々
し

い
非
常
識
を
晒
ひ
、
警
め
て
ゐ
る
。「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
い
い
年
を
し
て
、

ま
だ
そ
ん
な
下
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て
ゐ
る
の
か
。
も
つ
と
重
大
な
、
も

つ
と
直
接
な
問
題
が
澤
山
あ
る
ぢ
や
な
い
か
。
何
と
い
ふ
非
現
實
的
な
・

取
る
に
足
ら
ぬ
贅
澤
な
愚
か
さ
に
耽
つ
て
い
る
の
だ
。（
中
略
）」「
本
當
に

人
々
は
最
早
こ
の
問
題
を
卒
業
し
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
？
」
と
彼
の
中
に

ゐ
る
、
も
う
一
人
が
反
問
す
る
（

21
）

。 

 
 ま

だ
ま
だ
続
く
が
、
こ
の
部
分
は
引
用
の
「
真
昼
」
と
同
じ
く
、「
三
造
」
の

中
に
い
る
両
分
身
に
よ
る
問
答
の
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
も
、

「
真
昼
」
の
よ
う
な
内
面
的
な
自
己
認
識
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
南
洋
に
い
る
間
の
書
簡
に
も
、
度
々
痛
ま
し
い
自
省
的
な
内
容
が

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
十
六
年
九
月
十
七
日
付
の
た
か
夫
人
宛
の
書
簡
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に
は
、
自
分
を
深
く
反
省
し
、
責
め
る
内
容
が
書
か
れ
て
あ
る
。 

 
今
年
の
七
月
以
来
、
お
れ
は
オ
レ
で
な
く
な
っ
た
。
本
当
に
そ
う
な
ん

だ
よ
。
昔
の
オ
レ
と
は
、
ま
る
で
違
ふ
、
ヘ
ン
な
も
の
に
な
つ
ち
ま
つ

た
。
昔
の
誇
も
自
尊
心
も
、
昔
の
歓
び
も
、
お
し
や
べ
り
も
、
滑
稽
さ

も
、
笑
ひ
も
、
今
迄
勉
強
し
て
き
た
色
々
な
修
業
も
、
み
ん
な
み
ん
な

失
く
し
て
了
つ
た
ん
だ
。
ホ
ン
ト
に
オ
レ
は
オ
レ
で
な
い
。
お
前
た
ち

の
良
く
知
つ
て
ゐ
る
中
島
敦

お
と
う
ち
ゃ
ん

ぢ
や
な
い
。
ヘ
ン
な
、
オ
カ
シ
ナ
、
何
時

も
沈
ん
だ
、
イ
ヤ
な
野
郎
に
な
り
果
て
た
（

22
）

。 

 

着
任
後
半
年
で
内
地
へ
の
転
勤
希
望
を
出
し
た
中
島
が
、
南
洋
に
い
る
自

分
に
、
失
望
の
気
持
を
表
し
た
の
は
最
初
の
旅
行
を
終
え
た
十
一
月
の
初
め

だ
っ
た
。
そ
の
頃
の
手
紙
に
、「
十
月
の
終
に
な
つ
て
も
、
一
枚
も
書
け
な
か

つ
た
時
は
、
さ
す
が
に
な
さ
け
な
か
つ
た
な
あ
！
」（
23
）

と
書
い
て
い
る
。
健

康
状
態
の
悪
化
、
国
語
教
科
書
編
纂
の
仕
事
の
無
意
味
さ
、
役
所
で
の
人
間

関
係
の
煩
わ
し
さ
、
彼
を
取
り
巻
く
事
情
は
、
彼
の
南
洋
行
が
、
当
初
、
彼

の
目
的
を
果
た
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。 

「
環
礁
」
の
も
う
一
つ
の
作
品
「
寂
し
い
島
」
も
、「
狼
疾
記
」
な
ど
に
見

ら
れ
る
「
存
在
の
不
確
か
さ
」
に
関
わ
る
表
現
が
み
ら
れ
る
。 

五
歳
に
な
る
女
児
を
除
い
て
、
二
十
歳
以
下
の
者
は
誰
一
人
い
な
い
、
恐

ら
く
近
い
将
来
、人
々
が
死
絶
え
る
で
あ
ろ
う
寂
し
い
島
を
離
れ
る
夜
、「
私
」

は
、
船
の
上
で
南
国
の
美
し
い
星
座
を
見
上
げ
つ
つ
、
想
い
は
、
こ
の
島
か

ら
宇
宙
の
様
子
へ
と
ん
で
い
く
。 

  
 

先
刻
夕
方
の
濱
邊
で
島
民
共
の
死
絶
え
た
後
の
此
の
島
を
思
ひ
畫
い
た

や
う
に
、
今
、
私
は
、
人
類
の
絶
え
て
了
つ
た
あ
と
の
・
誰
も
見
る
者

も
無
い
・
暗
い
天
体
の
整
然
た
る
運
転
を
―
―
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
言
ふ
・

巨
大
な
音
響
を
発
し
つ
つ
輪
廻
す
る
無
数
の
球
體
共
の
様
子
を
想
像
し

て
見
た
。 

 
 
 

何
か
、
荒
々
し
い
悲
し
み
に
似
た
も
の
が
、
ふ
つ
と
、
心
の
底
か
ら

湧
上
つ
て
来
る
や
う
で
あ
つ
た
（

24
）

。 

 

右
の
部
分
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
人
間
を
超
え
た
も
の
の
存
在
、
そ
の

支
配
下
に
お
け
る
人
間
存
在
の
は
か
な
さ
、非
力
、そ
れ
へ
の
憤
り
等
（々

25
）

」

で
あ
り
、
中
島
の
「
狼
疾
」
の
代
表
的
な
表
現
「
存
在
の
不
確
か
さ
」
で
あ

る
。 中

島
は
、
自
身
が
考
え
て
い
た
南
洋
行
の
目
的
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、「
狼
疾
」
を
起
こ
し
た
。「
過
剰
な
自
己
分
析
」、「
存
在
の

不
確
か
さ
」
に
代
表
さ
れ
る
中
島
の
「
狼
疾
」
は
、
作
品
「
真
昼
」
と
「
寂

し
い
島
」
に
深
く
潜
ん
で
い
る
本
質
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
作

品
は
、
自
己
反
省
、
存
在
へ
の
懐
疑
を
描
い
た
「
過
去
帳
」
の
性
質
に
近
い

と
い
え
よ
う
。 

  

三 
不
可
解
な
南
洋
と
南
洋
人 

    

「
南
島
譚
」
と
「
環
礁
」
の
中
に
は
、「
不
可
解
さ
」
が
繰
り
返
し
表
現
さ
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れ
て
い
る
。
特
に
「
南
島
譚
」
は
「
譚
」
的
要
素
を
生
か
し
、
不
思
議
な
南

洋
風
景
と
南
洋
人
の
様
子
を
現
し
て
い
る
。    

同
じ
「
南
島
譚
」
の
中
で
も
、
作
品
に
よ
り
そ
の
性
質
は
異
な
っ
て
い
る
。

「
幸
福
」
は
、
中
国
古
典
『
列
子
』
の
話
を
素
材
に
し
た
と
言
わ
れ
、
同
時

期
に
執
筆
さ
れ
た
中
国
も
の
に
つ
な
が
る
作
品
と
見
な
し
得
る
。「
夫
婦
」は
、

ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
と
妻
エ
ビ
ル
、
そ
し
て
彼
の
愛
人
リ
メ
イ
に
関
す
る
不
思

議
な
恋
愛
譚
で
あ
る
。
南
洋
の
独
特
な
風
俗
、
人
情
も
描
か
れ
て
い
る
。「
鶏
」

は
現
地
で
知
り
合
っ
た
土
方
久
功
の
資
料
に
立
脚
し
た
作
品
で
あ
り
、
同
時

代
の
南
洋
の
人
間
の
行
動
の
不
可
解
性
を
表
現
す
る
作
品
で
あ
る
。 

「
南
島
譚
」
の
三
つ
の
作
品
の
中
に
は
、「
不
可
解
」
が
繰
り
返
し
表
現
さ

れ
て
い
る
。「
幸
福
」
は
「
夢
」
と
い
う
非
現
実
な
も
の
に
よ
る
、
現
実
の
状

況
の
不
可
解
な
転
換
を
描
い
て
い
る
。「
夫
婦
」
は
、
淫
奔
な
妻
と
貞
淑
な
娼

婦
と
い
う
女
性
の
不
可
解
な
も
の
に
直
面
す
る
男
の
話
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
鶏
」
は
南
洋
の
一
老
人
の
不
可
解
な
行
動
に
心
を
悩
ま
す
「
私
」
が
描
か

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ど
の
作
品
も
、
明
快
な
熱
帯
風
光
の
南
洋
で
は
な
く
、

代
わ
り
に
遠
い
昔
の
南
洋
、
不
思
議
な
南
洋
の
慣
習
、
不
可
解
な
南
洋
の
人

間
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

1 

「
幸
福
」
の
中
の
現
実
と
夢
の
倒
錯 

 

作
品
「
幸
福
」
に
は
、
夢
と
現
実
が
交
替
す
る
と
い
う
不
可
解
な
物
語
り

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
現
実
は
、
あ
ち
ら
の
夢
に
過
ぎ
な
い
で
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
現
実
は
等
価
に
置
か
れ
ず
、
夢
の
ほ
う
に
は
、
よ

り
強
い
現
実
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
物
語
の
中
の
夢
は
現
実
に
対
し
て
、
優

位
に
あ
る
。 

作
品
の
冒
頭
か
ら
、
さ
っ
そ
く
我
々
の
常
識
に
反
す
る
不
可
解
な
世
界
が

描
か
れ
て
い
る
。 

 
 

 

昔
、
此
の
島
に
一
人
の
極
め
て
哀
れ
な
男
が
ゐ
た
。
年
齢
を
数
へ
る

と
い
ふ
不
自
然
な
習
慣
が
此
の
邊
に
は
無
い
の
で
、
幾
歳
と
い
ふ
こ
と

は
ハ
ツ
キ
リ
言
へ
な
い
が
、
餘
り
若
く
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
つ

た
。
髪
の
毛
が
余
り
縮
れ
て
も
を
ら
ず
、
鼻
の
頭
が
す
つ
か
り
潰
れ
て

も
を
ら
ぬ
の
で
、
此
の
男
の
醜
貌
は
衆
人
の
顰
笑
の
的
と
な
つ
て
ゐ
た
。

お
ま
け
に
脣
が
薄
く
、
顔
色
に
も
見
事
な
黒
檀
の
様
な
艶
が
無
い
こ
と

は
、
此
の
男
の
醜
さ
を
一
層
甚
だ
し
い
も
の
に
し
て
ゐ
た
（

26
）

。 

 

こ
の
作
品
の
一
般
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
年
を
数
え
る
こ
と
は
自
然
の
習

慣
で
通
常
の
こ
と
で
あ
る
が
、
語
り
手
は
こ
れ
を
「
不
自
然
な
習
慣
」
と
述

べ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
南
洋
の
島
の
人
々
は
髪
が
縮
れ
て
お
り
、
鼻
も
潰
れ

て
い
て
、
唇
も
厚
く
、
色
も
黒
い
こ
と
で
人
間
の
美
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
習
慣
と
美
意
識
が
我
々
と
は
全
く
異
な
っ
た
世
界
で
あ
り
、
中
島

は
一
つ
の
認
識
の
転
倒
を
描
い
て
い
る
。 

下
僕
は
、
囚
人
で
あ
る
長
老
に
こ
き
使
わ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
あ
る
時

タ
ロ
芋
を
供
え
、「
椰
子
蟹
カ
タ
ツ
ツ
と
蚯
蚓
ウ
ラ
ズ
の
祠
」
で
、
自
分
の
苦

し
み
を
い
く
ら
か
軽
減
し
て
欲
し
い
と
神
に
祈
る
。 

 

此
の
二
神
は
共
に
有
力
な
悪
神
と
し
て
聞
こ
え
て
ゐ
る
。
パ
ラ
オ
の
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神
々
の
間
で
は
、
善
神
は
供
物
を
供
へ
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
無
い
。
御

機
嫌
を
と
ら
ず
と
も
祟
を
し
な
い
こ
と
が
分
か
つ
て
ゐ
る
か
ら
。
之
に

反
し
て
、
悪
神
は
常
に
鄭
重
に
祭
ら
れ
多
く
の
食
物
を
供
へ
ら
れ
る
。

海
嘯
や
暴
風
や
流
行
病
は
皆
悪
神
の
怒
か
ら
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
さ

て
、
力
あ
る
悪
神
・
椰
子
蟹
と
蚯
蚓
と
が
哀
れ
な
男
の
祈
願
を
聞
入
れ

た
の
か
ど
う
か
、
と
に
か
く
そ
れ
か
ら
暫
く
し
て
、
或
晩
こ
の
男
は
妙

な
夢
を
見
た
。 

其
の
夢
の
中
で
、
哀
れ
な
下
僕
は
何
時
の
間
に
か
長
老

ル
バ
ッ
ク

に
な
つ
て
ゐ

た
（

27
）

。 

 

そ
し
て
、
次
の
夜
、
次
の
次
の
夜
も
、
夢
の
中
で
彼
は
又
長
老
に
な
っ
た
。

下
僕
は
だ
ん
だ
ん
、夢
の
中
で
自
分
が
長
老
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
始
め
た
。

そ
の
結
果
、「
近
頃
め
つ
き
り
肥
つ
て
来
た
。
顔
色
も
す
つ
か
り
良
く
な
り
、

空
咳
も
何
時
か
し
な
く
な
つ
た
。
見
る
か
ら
に
生
き

く
と
若
返
」
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
は
、
夢
は
も
う
夢
で
は
な
く
な
り
、
現
実
以
上

に
現
実
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
小
説
の
中
は
下
男
が
夢
の
世
界
の
栄
養
で

健
康
に
な
り
、
長
老
が
夢
の
世
界
の
重
い
労
働
で
不
健
康
に
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
物
語
の
中
で
は
、
不
思
議
に
夢
の
世
界
の
方
が
人
間
の
人
生
を
豊
か
に

し
、
満
足
を
大
き
く
す
る
。
物
語
の
中
の
夢
は
現
実
に
対
し
て
、
優
位
に
あ

る
。「
こ
の
男
は
、
夢
が
昼
の
世
界
よ
り
も
一
層
現
実
で
あ
る
こ
と
を
既
に
確

信
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
ア
ア
と
心
か
ら
の
溜
息
を
吐
き
な
が
ら
、
哀
れ

な
富
め
る
主
人
は
貧
し
く
賢
い
下
僕
の
顔
を
嫉
ま
し
げ
に
眺
め
た
」
と
い
う

文
を
も
っ
て
物
語
は
閉
じ
ら
れ
る
。 

 2 

不
可
解
な
「
夫
婦
」
の
世
界 

作
品
「
夫
婦
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
不
可
解
な
南
洋
の
独
特
な
慣
習
が
描

か
れ
て
い
る
。
主
に
、「
ヘ
ル
リ
ス
」（
痴
情
に
絡
む
女
同
士
の
喧
嘩
）、「
モ

ゴ
ル
」（
未
婚
女
性
の
男
性
へ
の
奉
仕
）、「
ム
ル
」（
夫
婦
固
め
の
式
）
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
不
可
解
な
慣
習
は
物
語
り
の
大
き
な
支
え
と
な
る
。
中
島
に

と
っ
て
、こ
の
よ
う
な
南
洋
の
慣
習
は
不
思
議
で
、別
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

作
品
を
よ
り
南
洋
ら
し
く
仕
上
げ
る
た
め
に
、
そ
し
て
物
語
の
「
不
可
解
さ
」

を
一
層
引
き
出
す
た
め
に
、南
洋
の
慣
習
は
不
可
欠
な
要
素
だ
と
言
え
よ
う
。 

さ
ら
に
、
三
人
の
登
場
人
物
に
対
す
る
描
写
は
作
品
を
不
可
解
な
色
彩
を

持
つ
物
語
り
に
仕
上
げ
た
。
一
般
常
識
で
は
、
妻
は
貞
淑
で
あ
り
、
娼
婦
は

み
だ
ら
な
性
質
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
作
者
は
「
夫
婦
」
の
中
で
は
、
倒
錯

の
形
で
淫
奔
な
妻
と
貞
淑
な
娼
婦
の
愛
に
対
す
る
態
度
の
対
照
、
立
場
と
行

為
の
ズ
レ
を
強
調
し
た
。 

 

ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
は
リ
メ
イ
と
の
初
対
面
の
時
に
、「
こ
の
女
に
よ
っ
て
の

み
自
分
は
現
在
の
女
房
の
圧
制
か
ら
免
れ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
」
と
の
「
運

命
的
な
予
感
」
を
持
つ
。
そ
し
て
、
リ
メ
イ
は
「
情
熱
的
な
凝
視
」
に
よ
っ

て
報
い
、
こ
の
よ
う
に
複
雑
で
、
繊
細
な
も
の
と
描
か
れ
る
恋
は
気
の
弱
い

男
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
と
モ
ゴ
ル
一
番
の
美
人
リ
メ
イ
の
間
に
簡
単
に
成
立
す

る
。
物
語
の
不
可
解
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
随
所
見
ら
れ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
が
一
層
、「
夫
婦
」
の
「
不
可

解
さ
」
を
引
き
立
て
る
。
夫
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
の
臆
病
な
行
動
の
描
写
と
、

妻
エ
ビ
ル
の
大
袈
裟
な
行
動
や
セ
リ
フ
の
描
写
は
ユ
ー
モ
ア
を
生
ず
る
。
物
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語
の
最
後
の
部
分
が
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
一
番
滑
稽
さ
に
溢

れ
る
。
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
と
リ
メ
イ
は
島
か
ら
逃
げ
出
し
て
、
結
婚
す
る
。

し
か
も
盛
大
な
「
ム
ル
」
を
あ
げ
る
。
後
で
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
エ
ビ
ル
は

大
い
に
暴
れ
て
、
大
椰
子
樹
に
登
り
、
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
と
リ
メ
イ
を
呪
っ

た
が
、
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
ず
、
エ
ビ
ル
の
期
待
は
す
っ
か
り
外
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
エ
ビ
ル
の
新
し
い
恋
が
始
ま
る
。
鼻
が
半
分
落
ち
か
か
っ

た
村
の
物
持
ち
の
男
と
意
気
投
合
し
、
手
を
繋
い
で
立
ち
去
る
。
そ
し
て 

  
 
 

斯
く
て
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
と
そ
の
妻
の
エ
ビ
ル
と
は
二
人
と
も
、
但

し
め
い

く
別
々
に
で
は
あ
る
が
、
幸
福
な
後
半
生
を
送
つ
た
と
、
今

に
至
る
迄
村
人
達
は
語
り
傳
へ
て
ゐ
る
（

28
）

。 

  

見
た
目
が
童
話
作
品
の
終
わ
り
の
部
分
の
よ
う
な
こ
の
一
文
は
、
我
々
に

ど
の
よ
う
な
暗
示
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
も
エ

ビ
ル
も
い
ず
れ
幸
せ
に
な
れ
た
が
、「
め
い
め
い
別
々
に
で
は
あ
る
が
」
と
作

者
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
あ
る
夫
婦
関
係
の
崩
壊
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
夫
婦
関
係
の
崩
壊
が
幸
福
を
も
た
ら
す
と
い
う
逆
説
性
が
強
調
さ

れ
、
作
品
の
「
不
可
解
さ
」
は
終
始
一
貫
と
な
る
。 

 

3 

「
鶏
」
の
三
羽
の
鶏
の
真
意 

作
品
「
雞
」
は
、
中
島
敦
が
南
洋
で
知
り
合
っ
た
土
方
久
功
が
記
し
た
日

記
（

29
）

の
内
容
を
素
材
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。「
今
は
世
に
無
き
オ
ル
ワ

ン
ガ
ル
島
の
昔
話
」
と
い
う
「
幸
福
」、
パ
ラ
オ
本
島
に
伝
わ
る
「
ギ
ラ
・
コ

シ
サ
ン
と
そ
の
妻
エ
ビ
ル
の
話
」
と
い
う
「
夫
婦
」
と
違
い
、「
雞
」
は
「
私
」

が
南
洋
で
の
体
験
を
直
接
語
る
形
式
を
と
っ
た
作
品
で
あ
る
。
作
品
の
不
可

解
さ
は
主
に
「
三
羽
の
鶏
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。 

土
方
の
日
記
に
は
、
南
洋
島
民
の
老
人
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
爺
さ
ん
が
土
方
に

鶏
を
贈
る
よ
う
遺
言
を
残
し
、
亡
く
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
み
が
書
か
れ
、

「
そ
ん
な
に
も
優
し
い
心
と
、
そ
ん
な
に
も
残
忍
な
行
為
と
が
、
ど
こ
か
で

摺
れ
合
う
こ
と
が
な
く
て
済
む
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
不
思
議
に
感
じ
る
。
引

用
の
中
で
土
方
が
言
う
「
残
忍
な
行
為
」
は
、
戦
争
に
参
加
し
、
死
人
の
首

を
得
て
は
ブ
ラ
バ
オ
ル
首
踊
り
を
踊
っ
て
村
々
を
ま
わ
る
「
首
狩
」
と
い
う

当
地
の
慣
習
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
土
方
が
感
じ
た
不
思
議
さ
は
優
し
さ
と
残

酷
さ
が
一
人
の
人
間
の
上
に
現
れ
る
こ
と
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、

そ
の
「
首
狩
」
は
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
爺
さ
ん
一
人
だ
け
の
行
為
で
は
な
く
、
そ

の
民
族
全
体
で
行
う
一
種
の
慣
習
で
あ
り
、
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
爺
さ
ん
は
そ
の

民
族
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
ギ
ラ

メ
ス
ブ
ヅ
爺
さ
ん
自
身
の
「
残
忍
な
行
為
」
と
い
う
よ
り
、
南
洋
の
慣
習
で

あ
る「
首
狩
」自
体
の
残
酷
性
を
土
方
は
認
識
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

し
か
も
、
日
記
の
最
初
の
と
こ
ろ
で
、
こ
の
老
人
は
「
そ
の
恐
ろ
し
げ
な
顔

と
は
似
て
も
つ
か
な
い
優
し
い
心
を
持
っ
た
爺
さ
ん
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
作
者
が
日
記
の
中
で
表
現
し
た
か
っ
た
の
は
、
彼
の
感
じ
た

不
思
議
さ
よ
り
も
、
老
人
の
純
粋
な
感
謝
の
気
持
ち
へ
の
感
動
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
中
島
敦
の
作
品
「
雞
」
は
、
南
洋
島
民
が
「
私
」
に
と

っ
て
は
「
不
可
解
」
で
あ
る
こ
と
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
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作
品
の
中
で
、
繰
り
返
し
我
々
に
南
洋
島
民
が
「
不
可
解
」
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、 

  

南
海
に
来
た
最
初
の
年
よ
り
も
三
年
目
の
方
が
、
三
年
目
よ
り
も
五
年

目
の
方
が
、
土
人
の
氣
持
は
私
に
と
つ
て
一
層
不
可
解
に
な
つ
て
来
た

（

30
）

。 

  

南
海
の
人
間
は
ま
だ

く
私
な
ど
に
は
ど
れ
程
も
分
か
つ
て
ゐ
な
い
の

だ
と
い
ふ
感
を
一
入
深
く
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
（

31
）

。 

 

と
「
不
可
解
さ
」
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
不
可
解
さ
」
が
一

人
の
老
人
マ
ル
ク
ー
プ
の
上
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
る
。 

 

彼
の
誤
魔
化
し
に
対
し
て
酷
く
腹
を
立
て
た
「
私
」
に
怒
鳴
ら
れ
た
老
人

は
「
石
の
様
な
無
表
情
さ
に
な
」
り
、「
凡
て
の
感
覚
に
蓋
を
し
た
・
外
界
と

の
完
全
な
絶
縁
状
態
に
陥
」
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
私

は
「
不
可
解
」
を
感
じ
、 

  
 

暫
く
し
て
話
に
漸
く
油
が
乗
つ
て
き
た
と
思
は
れ
る
頃
、
突
然
、
全
く

突
然
、
老
爺
は
口
を
噤
む
。
初
め
、
私
は
先
方
が
疲
れ
て
一
息
入
れ
て

ゐ
る
も
の
と
考
え
、
静
か
に
相
手
の
答
え
を
待
つ
。
し
か
し
、
老
爺
は

最
早
語
ら
ぬ
。
語
ら
ぬ
ば
か
り
で
は
な
い
。
い
ま
迄
に
こ
や
か
だ
つ
た

顔
付
は
急
に
索
然
た
る
も
の
と
な
り
、
其
の
目
も
今
は
私
の
存
在
を
認

め
ぬ
も
の
の
如
く
で
あ
る
（

32
）

。 

  

そ
し
て
、
二
人
の
関
係
は
壊
れ
、
老
人
は
去
る
。
同
時
に
私
の
大
事
な
懐

中
時
計
も
な
く
な
る
。
疑
念
は
マ
ル
ク
ー
プ
に
か
け
ら
れ
た
ま
ま
、
二
人
の

関
係
は
途
切
れ
る
。
後
に
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
老
人
に
「
私
」
は
再
会
し
、

老
人
に
医
師
を
世
話
す
る
。
老
人
は
深
く
謝
意
を
抱
く
が
、
そ
の
ま
ま
世
を

去
っ
た
。 

 

老
人
の
死
後
、
三
羽
の
鶏
が
別
々
の
男
に
よ
っ
て
日
を
違
え
て
私
の
元
に

届
け
ら
れ
る
。
マ
ル
ク
ー
プ
か
ら
の
生
前
の
礼
だ
と
い
う
。
不
思
議
に
思
っ

た
の
は
、
何
故
マ
ル
ク
ー
プ
は
島
で
は
大
変
貴
重
な
鶏
を
遺
言
と
し
て
三
人

の
異
な
る
男
に
託
し
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。「
約
束
を
守
ら
な
い
」
人
が

島
民
に
い
る
か
ら
だ
、
と
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
せ
ね
ば
な
ら
な
い

程
の
謝
意
を
老
人
は
抱
い
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
最
大
の
不
思
議
は
、
理
由
も

な
く
会
話
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
老
人
、
狡
猾
な
笑
み
を
浮
か
べ
値
段
の
交

渉
を
す
る
、
計
算
高
い
老
人
が
、
死
に
及
ん
で
、「
私
」
に
可
能
な
限
り
の
謝

意
を
伝
え
よ
う
と
す
る
の
は
何
故
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
島
は
老
人
が

鶏
を
贈
っ
た
こ
と
を
「
優
し
い
心
」
と
み
な
し
た
り
、「
首
狩
」
の
慣
習
を
「
残

忍
な
行
為
」
と
見
な
す
判
定
を
行
わ
な
い
。
た
だ
「
私
の
心
象
に
残
さ
れ
た

彼
の
奸
悪
さ
」
と
い
う
表
現
は
、
中
島
が
南
洋
人
に
感
じ
た
「
不
可
解
さ
」

を
強
く
表
現
し
て
い
る
。 

 
マ
ル
ク
ー
プ
老
人
に
代
表
さ
れ
る
南
洋
の
人
間
の
「
不
可
解
さ
」
は
中
島

敦
の
目
に
映
っ
た
「
南
洋
像
」
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

「
南
島
譚
」
の
三
つ
の
作
品
の
中
に
は
、「
不
可
解
さ
」
が
繰
り
返
し
表
現
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さ
れ
て
い
る
。「
幸
福
」
は
「
夢
」
と
い
う
非
現
実
な
も
の
に
よ
る
現
実
の
状

況
の
不
可
解
な
転
換
を
描
い
て
い
る
。「
夫
婦
」
は
、
淫
奔
な
妻
と
貞
淑
な
娼

婦
と
気
が
弱
い
男
の
「
不
可
解
」
な
恋
愛
譚
が
描
か
れ
て
い
る
。「
鶏
」
は
南

洋
の
一
老
人
の
「
不
可
解
さ
」
に
悩
む
「
私
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
「
不
可
解
さ
」
は
「
古
譚
」
の
風
格
を
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
る
。 

さ
ら
に
、「
南
島
譚
」
に
は
、
ほ
か
の
作
品
に
な
い
多
く
の
誇
張
表
現
、
多

彩
な
比
喩
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
中
島
の
作
品
の
中
で
は

珍
し
く
、
彼
の
よ
く
知
ら
れ
た
作
品
の
持
つ
漢
文
調
の
文
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
違
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
誇
張
表
現
と
比
喩
の
大
量
使
用

の
結
果
、「
南
島
譚
」
の
独
特
な
ユ
ー
モ
ア
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ユ
ー

モ
ア
に
よ
っ
て
、
一
層
、「
南
島
譚
」
の
「
不
可
解
さ
」
を
引
き
立
て
る
効
果

が
得
ら
れ
た
。 

 

 

終
わ
り
に 

 

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
大
き
く
分
け
て
、
南
洋
物
は
お
も
に
三
つ
の
特

徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
作
品
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
代
表
さ
れ

る
植
民
地
と
植
民
地
の
人
間
に
注
目
し
た
こ
と
で
あ
る
。
少
年
時
代
の
植
民

地
体
験
を
生
か
し
た
習
作
「
巡
査
の
居
る
風
景
」
な
ど
の
前
期
作
品
の
性
質

に
近
い
。
二
つ
目
は
、
作
品
「
真
昼
」
と
「
寂
し
い
島
」
に
代
表
さ
れ
る
自

己
反
省
、
存
在
へ
の
懐
疑
を
描
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
過
去
帳
」
の

性
質
に
近
い
。
三
つ
目
は
「
南
島
譚
」
に
代
表
さ
れ
る
南
洋
と
南
洋
の
人
間

の
不
可
解
さ
を
強
調
し
た
こ
と
で
あ
り
、「
古
譚
」
の
風
格
を
受
け
継
い
で
い

る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
南
洋
か
ら
帰
国
し
た
中
島
は
、
作
家
に
な
る
こ
と

を
決
意
し
、
そ
れ
ま
で
、
自
分
が
歩
ん
で
き
た
文
学
の
道
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
そ
の
思
い
を
南
洋
も
の
に
入
れ
込
ん
だ
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
意
味
で
は
、
南
洋
も
の
は
、
中
島
の
そ
れ
ま
で
の
作
品
の
集
大
成
と
で
も

い
え
よ
う
。
南
洋
も
の
の
創
作
を
通
じ
て
、
過
去
を
振
り
向
き
、
そ
し
て
、

新
し
い
文
学
の
道
に
踏
み
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

尚
、
中
島
敦
の
引
用
テ
キ
ス
ト
は
筑
摩
書
房
版
『
中
島
敦
全
集
』、
第
一
巻

（
二
〇
〇
一
年
十
月
十
日
）、
第
二
巻
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
十
日
）、
第

三
巻
（
二
〇
〇
二
年
二
月
二
十
日
）
に
拠
っ
た
。
内
容
に
影
響
を
及
ば
さ
な

い
ル
ビ
、
傍
点
は
省
略
し
た
。 

 

〈
注
〉 

 

（
1
）
一
九
四
二
年
十
一
月
，
作
品
集
『
南
島
譚
』
に
収
録
さ
れ
、
今
日
の
問
題
社

か
ら
刊
行
。 

（
2
）『
中
島
敦
全
集
』（
以
下
省
略
し
て
、『
全
集
』
と
す
る
）
第
三
巻 

六
六
八
頁
。 

（
3
）
昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
日
記 

『
中
島
敦
全
集
』
第
三
巻 

四
八
八

頁
。 

（
4
）
昭
和
十
六
年
一
二
月
三
十
一
日
日
記 

『
中
島
敦
全
集
』
第
三
巻 

四
八
九

頁
。 

（
5
）
岡
谷
公
二 

『
南
海
漂
泊
―
―
土
方
久
功
伝
』 

河
出
書
房
新
社 

一
九
九

〇
年
八
月
。 

（
6
）『
全
集
』
第
一
巻 

四
〇
五
頁
。 

（
7
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
八
五
頁
。 

（
8
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
八
三
頁
。 

（
9
）
松
下
博
文 

「
中
島
敦
『
マ
リ
ヤ
ン
』
考
―
―
越
境
す
る
日
の
丸
（
そ
の
一
）」 

「
叙
説
」
十
四 

叙
説
社 

一
九
九
七
年
年
一
月
。 

（
10
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
九
七
頁
。 

（
11
）
昭
和
十
六
年
十
一
月
六
日
付 

中
島
田
人
宛
書
簡 

『
中
島
敦
全
集
』
第
三
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巻
六
二
七
頁
。 

（
12
）
昭
和
十
六
年
十
一
月
九
日
付 

中
島
た
か
宛
書
簡 

『
中
島
敦
全
集
』
第
三

巻
六
三
一
頁
。 

（
13
）
川
村
湊 

『
南
洋
・
樺
太
の
日
本
文
学
』 

筑
摩
書
房 

一
九
九
四
年
十
二

月
。 

（
14
）
佐
々
木
充
は
中
島
敦
の
南
洋
行
に
つ
い
て
、「
南
洋
こ
そ
、、
文
明
世
界
が
失

い
つ
く
し
た
始
原
の
世
界
を
今
な
お
保
有
し
て
い
る
と
い
う
認
識
、
今
や
一
つ
の

異
世
界
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
我
々
の
魂
の
故
郷
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
中
島

に
あ
り
、
中
島
の
南
洋
行
は
遥
か
な
国
・
遠
い
昔
へ
の
思
い
、
異
世
界
へ
の
憧
憬

と
い
う
形
を
と
っ
た
、
基
本
的
な
人
間
存
在
の
認
識
へ
の
希
い
だ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
。 

「
中
島
敦
〈
南
島
譚
〉
に
つ
い
て
」 

「
帯
広
大
谷
短
期
大
学
紀
要
」 

一
九
七
〇
年
三
月
。 

（
15
）『Spirit 

中
島
敦
《
作
家
と
作
品
》』 

有
精
堂 

一
九
八
四
年
七
月
。 

（
16
）『
全
集
』
第
一
巻 

一
〇
七
頁
。 

（
17
）『
全
集
』
第
三
巻 

六
〇
七
頁
。 

（
18
）
島
尾
敏
雄 

「
中
島
と
南
島
」『
中
島
敦
全
集
』
別
巻 

七
二
頁 

筑
摩
書
房 

二
〇
〇
二
年
五
月
。 

（
19
）
濱
川
勝
彦 

『
中
島
敦
の
作
品
研
究
』 
明
治
書
院 

一
九
七
六
年
九
月
。 

（
20
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
七
八
頁 

文
中
の
「lam
er
」
は
全
集
の
印
刷
ミ
ス
だ

と
思
わ
れ
る
。
正
し
い
書
き
方
は
「la m

er

」
で
あ
る
。 

（
21
）『
全
集
』
第
一
巻 

四
一
一
頁
。 

（
22
）
昭
和
十
六
年
九
月
十
七
日
付 

中
島
た
か
宛
書
簡 

『
中
島
敦
全
集
』
第
三

巻
五
八
七
頁
。 

（
23
）
昭
和
十
六
年
十
一
月
九
日
付 

中
島
た
か
宛
書
簡 

『
中
島
敦
全
集
』
第
三

巻
六
三
二
頁
。 

（
24
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
五
九
頁
。 

（
25
）
同
注
19
。 

（
26
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
二
一
頁
。 

（
27
）
同
上 

二
二
四
頁
。 

（
28
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
三
八
頁
。 

（
29
）
土
方
久
功 

「
青
蜥
蜴
の
夢
」 

『
土
方
久
功
著
作
集
・
第
六
巻
』
所
収 

三

一
書
房 

一
九
九
一
年
。 

（
30
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
四
二
頁
。 

（
31
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
五
一
頁
。 

（
32
）『
全
集
』
第
一
巻 

二
四
二
頁
。 

 

主
指
導
教
員
（
佐
々
木
充
教
授
）、
副
指
導
教
員
（
高
木
裕
教
授
・
井
村
哲
郎
教
授
）    
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